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写真は嘉年支部のもちつき風景
総勢50人で11,000個のおもちつき

まちのトピックス…4～5／生涯学習だより…8～11
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平
成
20
年
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
広
報
で
は
、
今
年
一
年
間
に
わ

が
町
で
あ
っ
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主
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出
来
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を
ま
と
め
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振
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っ
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今
月
の
広
報
で
は
、
今
年
一
年
間
に
わ

が
町
で
あ
っ
た
主
な
出
来
事
を
ま
と
め
て

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

1月
１
日
町
福
祉
バ
ス
「
と
く
さ
が
み
ね
号
」
を
更
新

2月
十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場
、
今
シ
ー
ズ
ン
リ
フ
ト
運
行
25
日

残
念
な
が
ら
雪
ま
つ
り
は
中
止
に
。

28
日
山
口
市
、
山
口
市
議
会
か
ら
、
合
併
協
議
申
し
入
れ
へ
の
回
答

山
口
市
長
と
市
議
会
議
長
が
来
庁
。
本
町
か
ら
の
合
併
協
議
申
し
入
れ
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

１
日
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
ス
タ
ー
ト

本
町
で
は
、
県
内
全
市
町
が
加
入
し
て
い
る
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

８
日

県
立
山
口
高
校
徳
佐
分
校
開
校

第
一
期
生
24
人
が
入
学

県
立
高
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
山
口
高
校
の
分
校
と
し
て
普
通
科
１
ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

６
日
桜
ま
つ
り

見
事
な
サ
ク
ラ
に
う
っ
と
り
、
今
年
は
比
較
的
長
く
花
見
が
楽
し
め
ま
し
た
。

１
日
さ
く
ら
児
童
ク
ラ
ブ
開
所

徳
佐
に
次
い
で
２
カ
所
目
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
。

24
日
生
雲
地
区
自
治
会
連
合
会
設
立

初
代
会
長
に
村
橋
克
雄
さ
ん
（
相
上
自
治
会
）
が
就
任
。

24
日
篠
生
地
区
自
治
会
連
合
会
設
立

初
代
会
長
に
坂
本
雪
彌
さ
ん
（
中
郷
自
治
会
）
が
就
任
。

27
日
嘉
年
地
区
自
治
会
連
合
会
設
立

初
代
会
長
に
佐
々
木
享き

ょ
う

さ
ん
（
井
戸
自
治
会
）
が
就
任
。

12
日
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
Ｋ
Ｒ
Ｙ
再
送
信
開
始

23
日
山
口
・
阿
東
広
域
県
央
中
核
都
市
研
究
会
設
立

両
市
町
の
首
長
、
副
首
長
、
議
会
議
長
、
副
議
長
、
議
会
代
表
お
よ
び
教
育
長
の
ほ
か
関
係
職
員
に
よ
る
研
究
会
が

発
足
。「
山
口
・
阿
東
広
域
県
央
中
核
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3月4月5月
31
日
徳
佐
寒
冷
地
分
場
廃
止

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局

Ｋ
Ｒ
Ｙ
を
除
く
県
内
民
放
２
局
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

26
日
地
福
地
区
自
治
会
連
合
会
設
立

初
代
会
長
に
黒
川
昇
さ
ん
（
市
自
治
会
）
が
就
任
。

27
日
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
設
立

町
内
の
事
業
者
や
民
間
団
体
、
行
政
機
関
11
団
体
で
構
成
し
、
町
を
あ
げ
て
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

30
日
町
内
全
地
区
で
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
に
着
手

今
年
、
地
福
地
区
が
加
わ
り
、
全
町
で
１
９
７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
対
象
農
地
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

4/6 桜まつり　ピンク色の参道と人の波5/23 山口・阿東広域県央中核都市研究会設立 4/8 山口高徳佐分校開校

4～6月各地区自治会連合会発足
（写真は篠生）

本町からの合併協議申し入れに対し、
3/28 山口市長、市議会議長から回答書を受理

2月は比較的雪に恵まれました
（写真は嘉年小スキー教室）
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
町
内
２
局
目
の
阿
東
局
（
地
福
）
開
局

１
日
滞
納
整
理
強
化
の
た
め
、
県
職
員
派
遣
（
10
月
ま
で
）

１
日
町
の
戸
籍
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
で
迅
速
に

２
日
徳
佐
小
学
校
、
校
舎
改
築
に
着
手
、
竣
工
予
定
は
平
成
21
年
11
月
末

21
日
「
町
財
政
は
健
全
で
す
」
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
比
率
を
公
表

引
き
続
き
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

22
日
山
口
国
体
阿
東
町
実
行
委
員
会
発
足

平
成
23
年
10
月
の
開
催
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
設
立
。
本
町
は
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
会

場
と
な
り
ま
す
。

10
日
町
耕
作
放
棄
地
対
策
検
討
協
議
会
を
設
立
　
現
状
把
握
の
た
め
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
。

23
日
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
を
策
定

２
０
１
２
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
町
内
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
６
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
ふ
る
さ
と
あ
と
う
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
制
度
を
始
め
ま
し
た

30
日
第
１
回
町
自
治
会
連
合
会
設
立
準
備
委
員
会
開
催

10
日
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｎ
Ｃ
デ
ジ
タ
ル
再
送
信
開
始

25
日
町
自
治
会
連
合
会
設
立
総
会
（
予
定
）

20
日
「
合
併
効
果
で
33
億
円
」
山
口
・
阿
東
広
域
県
央
中
核
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
、
最
終
報
告
ま
と
ま
る

14
日
秋
穂
・
阿
知
須
町
・
阿
東
町
商
工
会
、
来
春
の
合
併
に
向
け
て
調
印
式

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
「
山
口
県
央
商
工
会
」
に
。

２
日
二
井
知
事
が
、
寺
山
ミ
ス
コ
さ
ん（
生
雲
）の
１
０
０
歳
を
祝
っ
て
お
宅
訪
問

７
日
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｎ
Ｃ
ア
ナ
ロ
グ
再
送
信
開
始

９
日
あ
と
う
夢
語
太
鼓
振
興
会
、
設
立
か
ら
10
周
年

旧
篠
目
小
学
校
体
育
館
で
感
謝
公
演

8月9月10月 7月11月12月

5月 さくら小に児童クラブ開設今年で結成10周年あとう夢語太鼓徳佐小改築工事に着手

新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ新聞紙でエコバッグ

9/22 山口国体阿東町実行委員会設立
（写真は10/13 町スポーツレクリエーション大会）

各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン各所に緑のカーテン

町の戸籍処理を
コンピュータ化

9/2 寺山ミスコおばあちゃんを囲んで

19
日
徳
佐
地
区
自
治
会
連
合
会
設
立
　
初
代
会
長
に
椿
包
光

し
げ
み
つ

さ
ん
（
中
市
自
治
会
）
が
就
任
。

町
内
５
地
区
全
て
の
地
区
自
治
会
連
合
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

6月

町地球温暖化対策地域協議会設立
さまざまな取り組み開始

完成予想図



ヒ
ョ
ア
ム
高
校
留
学
生
も
学
校
祭
を
満
喫

徳
佐
高
・
山
口
高
徳
佐
分
校
「
徳
佐
祭
」
で
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11
月
15
日
、
旧
篠
目
小
学
校
で

町
の
不
用
物
品
せ
り
売
り
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
８
月
以
来
２
回
目

と
な
る
今
回
、
約
90
品
目
６
０
０

点
以
上
の
品
物
が
並
ん
だ
旧
校
舎

に
お
よ
そ
１
０
０
人
近
く
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
た
く
さ
ん
の
品

物
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
、
４

０
０
点
以
上
が
新
た
な
持
ち
主
の

も
と
で
大
切
に
使
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
中
に
は
購
入
希
望

が
競
合
し
、
思
い
の
ほ
か
高
額
で

せ
り
落
と
さ
れ
た
品
物
も
あ
り
、

こ
の
日
の
最
終
的
な
売
り
上
げ
は

22
万
９
２
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
さ
ん
、
お
買
い
上
げ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
し
い
わ
が
町
の
風
景
は
皆
さ

ん
の
宝
物
。
昨
年
に
続
き
、
あ
と

う
自
然
美
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
を
中
心
に
月
ご
と
に
町
の
風

物
や
行
事
を
盛
り
込
ん
だ
カ
レ
ン

ダ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ

ー
は
４
０
０
０
部
作
製
さ
れ
全
世

帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
見
え
る
と

こ
ろ
に
飾
っ
て
お
い
て
、
わ
が
町

の
宝
物
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
く

だ
さ
い
。

11
月
15
日
、

徳
佐
高
校
・
山
口

高
校
徳
佐
分
校

で
は
「
徳
佐
祭
」

と
銘
打
っ
た
学

校
祭
が
あ
り
、
ヒ

ョ
ア
ム
高
校
か

ら
の
留
学
生
キ

ム
・
ミ
ン
ジ
さ
ん

も
、
日
本
で
最
後

の
１
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し

た
。

ヒ
ョ
ア
ム
高
校
留
学
生
も
学
校
祭
を
満
喫

徳
佐
高
・
山
口
高
徳
佐
分
校
「
徳
佐
祭
」
で

▲生徒作品の前で、ホストファミリーの木村 稔
さんのご家族（徳佐西目谷）たちといっしょに

▲さあ！せり売りはじめますよ

町
の
宝
物
が
カ
レ
ン
ダ
ー
に

N
P
O
法
人
あ
と
う
観
光
協
会
が
作
成
、

全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

●
問
い
合
せ
先

N
P
O
法
人
あ
と
う
観
光
協
会

蕁
９
５
６
ー
２
５
２
６
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P
O
法
人
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と
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観
光
協
会
が
作
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、

全
世
帯
に
配
布
し
ま
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昭
和
37
年
に
消
防
団
に
入

団
以
来
、
団
員
と
し
て
消
火

活
動
だ
け
で
な
く
、
災
害
対

応
等
に
長
年
ご
尽
力
さ
れ
た

功
を
認
め
ら
れ
て
の
受
章
で

す
。
平
成
12
年
か
ら
は
第
２

分
団
長
（
嘉
年
）
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
、
分
団

長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
訓
練
や
現
場
で
無
事

に
務
め
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

家
族
や
仲
間
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

町
農
林
業
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
　
県
選
奨
受
賞

ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
の
「
た
く
あ
ん
」
最
優
秀
賞

県
の
ふ
る
さ
と
特
産
加
工
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
で

▲阿武芙美子会長（右）と
笹田サツキ副会長（左）が受賞報告に

昭
和
63
年
に
町
内
農

林
業
女
性
８
団
体
の
連
携

組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
、

構
成
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
生
か
し
た
活
動
を
継

続
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
近
年
は
、
学
校
給
食

へ
の
野
菜
供
給
を
始
め
、

地
域
の
食
育
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま

す
。こ

れ
ら
の
多
岐
に
わ
た

る
活
動
が
評
価
さ
れ
て
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

県
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
主
催
の
地
元
農
水
産
物
で
作
っ

た
加
工
品
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
徳
佐
地
区
で
活
動
し
て
い
る
ひ
ま
わ
り
グ
ル

ー
プ
（
代
表
藤
井
保
江
さ
ん
）
が
手
が
け

た
「
た
く
あ
ん
」
が
、
見
事
最
優
秀
賞

（
知
事
賞
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
味
や
作
り
方

は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
特
産
品
と
し
て
将
来

商
品
化
も
視
野
に
入
れ
て
審
査
さ
れ
ま

す
。今

回
の
受
賞
で
、
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

を
始
め
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
の
活
動
に
一
段
と
弾
み
が
つ
き
そ
う

で
す
。

町
女
性
林
業
研
究
会
（
白
松
多

美
子
会
長
）
が
県
農
山
村
振
興
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
研
究
会

の
、
コ
ケ
玉
や
ヒ
ノ
キ
の
か
ん
な

く
ず
な
ど
の
林
産
材
を
利
用
し
た

商
品
作
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
の
積
極
的
な
普
及
活
動
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。

山
口
市
の
秋
穂
・
阿
知
須
町
商

工
会
と
、
本
町
商
工
会
（
椿
包
光

会
長
）
が
来
春
４
月
１
日
に
合
併

し
、
新
た
に
「
山
口
県
央
商
工
会
」

が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

去
る
11
月
14
日
に
は
山
口
市
の
渡

辺
市
長
と
本
町
の
田
中
町
長
立
ち

会
い
の
も
と
、
山
口
市
内
で
３
商

工
会
の
合
併
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

山
口
県
農
林
業
関
係
表
彰

阿
東
町
商
工
会

来
春
合
併
で
、

県
央
商
工
会
に

佐
々
木
勲
さ
ん瑞

宝
単
光
章
受
章

嘉
年

堂
免

（

）

秋
の
叙
勲
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町
の
宝
物
で
あ
る
長
門
峡
を
題
材
に
し
た
ス
ケ
ッ
チ
展
に
、
応
募
さ
れ
た
町

内
外
の
小
中
学
生
の
作
品
１
４
７
点
の
中
か
ら
、
特
選
14
点
、
入
選
15
点
、
佳

作
25
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
審
査
委
員
長
を
務
め
た
防
府
市
桑
山
中
学
校
の

臼
杵
裕
世
校
長
は
「
よ
く
見
て
描
か
れ
て
お
り
、
ス
ケ
ッ
チ
に
行
っ
た
と
き
の

素
直
な
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
楽
し
げ
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
６
日
に
は
長
門
峡
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
あ
り
、
入

賞
作
品
は
11
月
21
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で
長
門
峡
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
で
、
12
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
道
の
駅
「
長
門
峡
」
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

長門峡のけしき
生雲小6年　藤原

ふじわら

由花
ゆ か

紅葉の秋　
阿東東中1年　吉

よし

田
だ

一
かず

生
き

もみじ橋と紅葉　
阿東東中1年　佐々木

さ さ き

愛
まな

美
み

穏やかな長門峡　
阿東東中1年　森原達之

もりはらたつゆき
秋の川　

阿東中1年　中山
なかやま

瀬玲菜
せ れ な

さわやかな長門峡　
さくら小5年　有

あり

井
い

珠
たま

樹
き

長門峡の秋はきれいだな　
生雲小2年　仲

なか

野
の

優
ゆう

梨
り

みんなの長門峡　
さくら小5年　金澤

かなざわ

菜緒子
な お こ

魚のおうち　
さくら小2年　長野

な が の

ほのか

阿
東
町
長
賞

阿
東
町
長
賞 阿

東
町
教
育
長
賞

阿
東
町
教
育
長
賞

長
門
峡
観
光
協
会
長
賞

長
門
峡
観
光
協
会
長
賞

山
口
新
聞
社
賞

山
口
新
聞
社
賞

阿
東
町
商
工
会
長
賞
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もみじの秋景色
阿東東中１年　吉松修平

よしまつしゅうへい

橋の下　
徳佐小4年　 田

は ら だ

航
わたる

名所長門峡～わが町の自慢～
阿東中１年　長安祥央

ながやすただひろ

長門峡の紅葉　
生雲小3年　村上

むらかみ

紘
ひろ

菜
な

秋　
阿東中１年　武

たけ

田
だ

佳
か

織
おり

山
口
市

阿
東
町

11
月
20
日
、
山
口
市
役
所
で
第

４
回
山
口
・
阿
東
広
域
県
央
中
核

都
市
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

協
議
、
検
討
し
て
き
た
「
山
口
・

阿
東
広
域
県
央
中
核
都
市
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
、
定
住
自
立
の
仕

組
み
の
構
築
に
関
す
る
分
析
や
環

境
共
生
の
取
り
組
み
、
国
・
県
へ

の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
追
記
し
、

最
終
報
告
と
し
ま
し
た
。（
最
終
報

告
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）

本
町
で
は
、
年
明
け
に
住
民
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
そ
の

際
に
、
最
終
報
告
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
両
市
町
の
12
月
議
会

や
次
回
の
第
５
回
研
究
会
で
、
合

併
協
議
会
の
設
置
も
含
め
て
、
合

併
に
向
け
た
今
後
の
展
開
を
協
議

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
25
日
役
場
会
議
室
で
第
２

回
町
自
治
会
連
合
会
設
立
準
備
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議

で
は
、
町
自
治
会
連
合
会
規
約
や

平
成
20
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の

案
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
そ
の
内

容
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
で
、
町
自
治
会
連
合
会

設
立
総
会
の
開
催
日
は
12
月
25
日

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
も

っ
て
、
単
位
自
治
会
・
地
区
自
治

会
連
合
会
・
町
自
治
会
連
合
会
と

い
う
、
町
の
住
民
自
治
組
織
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

11
月
13
日
、
役
場
会
議
室
に
お

い
て
、
前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

っ
て
新
た
に
委
員
18
人
を
任
命
し
、

第
１
回
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
町
長
か
ら
の
任

命
書
交
付
後
、
会
長
に
河
村
明
英

氏
（
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
会

長
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
町
か
ら

「
山
口
・
阿
東
広
域
県
央
中
核
都
市

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

提
示
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
し

て
各
委
員
か
ら
は
「
現
在
の
町
総

合
計
画
の
策
定
時
に
は
、
未
来
に

対
し
て
閉
塞
感
が
あ
っ
た
が
、
今

回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
展
望
が
開
け

て
い
る
」
と
い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
に
対
す
る
期
待
感
や
「
農
地
や

農
業
を
守
る
と
い
う
視
点
だ
け
で

な
く
、
農
家
を
守
る
と
い
う
視
点

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い

っ
た
地
域
振
興
に
関
す
る
意
見
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
山
口
・
阿
東
広
域
県
央
中
核
都
市
研
究
会
を
開
催

合
併
に
向
け
た
次
の
段
階
へ

広
域
県
央
中
核
都
市

ビ
ジ
ョ
ン
最
終
報
告

町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

と
は
？

条
例
で
設
置
さ
れ
た
町
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
施
策
や
課
題

に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
委
員
の
任
期
は
2
年

間
で
、
公
的
団
体
か
ら
の
代
表

者
13
人
、
公
募
に
よ
る
委
員
5

人
の
計
18
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
開
催

新
た
に
18
人
を
任
命
　
県
央
中
核
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
報
告

阿
東
町
商
工
会
長
賞

阿
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

阿
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
と
う
観
光
協
会
理
事
長
賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
と
う
観
光
協
会
理
事
長
賞
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生涯学習だより 

第
28
回
あ
と
う
雪
ま
つ
り
＆

歩
く
ス
キ
ー
講
習
会

日
程

２
月
11
日
貉

会
場

十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場

内
容

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
講
習
会
、

競
技
会
・
歩
く
ス
キ
ー
講
習
会
、

ス
キ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
・
雪
像
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
・
雪
上
ゲ
ー
ム

（
宝
さ
が
し
な
ど
）
等

※
天
候
等
に
よ
り
予
定
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
決
定

雪
不
足
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。
２
月
９
日
豺
正
午

以
降
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
山
口
県
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

日
程

１
月
31
日
貍
〜
２
月
１
日
豸

会
場

十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場

第
43
回
山
口
県
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

日
程

２
月
７
日
貍

会
場

十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場

第
29
回
十
種
ヶ
峰

リ
ー
ゼ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

日
程

２
月
８
日
豸

会
場

十
種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場

い
ず
れ
の
行
事
も
、
詳
し
く
は
教

育
委
員
会
社
会
教
育
班
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

蕁
９
５
６
―
０
１
１
６

11
月
20
日
、
今
年
度
第
７
回
の

生
涯
大
学
は
、
講
師
に
山
口
県
点

字
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

副
会
長
の
中
村
実
枝

み

え

さ
ん
を
お
迎

え
し
、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
と

題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
佐
々

並
で
生
ま
れ
、
小
学
校
１
年
生
の

と
き
に
事
故
で
失
明
、
下
関
の
県

立
盲
学
校
へ
転
校
さ
れ
ま
し
た
。

や
が
て
「
障
害
の
な
い
人
た
ち
と

共
に
学
び
、
生
活
し
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、
京
都
府

立
盲
学
校
高
等
部
へ
と
進
学
さ
れ

ま
す
。
遠
く
離
れ
た
寄
宿
舎
か
ら

の
通
学
、
点
字
の
参
考
書
の
少
な

さ
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
苦
労

を
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
仲

間
の
支
援
に
よ
っ
て
一
つ
ひ
と
つ

乗
り
越
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
京
都

の
大
学
へ
と
進
学
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
「
み
ん
な
が
一
緒
に

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
ず
っ
と
考
え
て
き

た
そ
う
で
す
。

大
学
生
か
ら
社
会
人
と
な
っ
て

た
く
さ
ん
の
方
と
交
流
を
深
め
る

中
で
、「
人
に
は
、
誰
に
も
優
し
さ
、

い
た
わ
り
の
心
が
あ
り
、
相
手
の

気
持
ち
や
心
を
分
か
ろ
う
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
自
分
が
し
て
欲

し
い
こ
と
を
相
手
に
伝
え
て
、
心

の
瞳
を
見
つ
め
て
く
れ
る
友
を
見

つ
け
る
た
め
に
、
自
分
か
ら
踏
み

出
す
こ
と
が
大
事
だ
」
と
気
付
い

た
中
村
さ
ん
は
、「
自
分
が
主
人
公

と
し
て
生
き
る
の
は
一
度
き
り
。

自
分
ら
し
く
生
き
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
教
え
る
と
は
希
望
を

語
る
こ
と
　
学
ぶ
と
は
誠
実
を
胸

に
刻
む
こ
と
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス

の
詩
人
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
こ
と

ば
を
引
用
し
講
演
を
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
の
言
葉
の
一
つ
一
つ
が

心
に
残
り
、
参
加
者
一
同
、
た
お

や
か
な
心
を
も
っ
て
生
き
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

（昨年の県スキー選手権大会のようす）

盲
目
の
中
村
さ
ん
　
生
涯
大
学
で
講
演

「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
」
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「
県
立
図
書
館
の
本
を
借
り
た
い

け
れ
ど
、
返
却
を
す
る
の
が
大
変
」

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
と
、

県
立
図
書
館
の
本
を
阿
東
町
立
図
書

館
で
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
立
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

「
阿
東
町
立
図
書
館
で
返
却
」
と
申

し
出
て
手
続
き
を
し
ま
す
。
借
り

た
本
と
「
明
細
書
」
を
町
立
図
書

館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
職
員
に
手
渡

せ
ば
、
返
却
が
完
了
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
わ
が
家
を
守
る
！

防
犯
・
防
炎
徹
底

ガ
イ
ド
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
編
　
日
本
放
送
出
版
協
会

ま
さ
か
自
分
の
家
が
空
き
巣
に

入
ら
れ
た
り
、
災
害
に
あ
っ
た
り

す
る
な
ん
て
…
。
と
思
っ
て
何
も

対
策
し
て
い
な
い
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
必
要
だ
と

は
思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
し

て
い
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
本
に
は
、
お
金
を
あ
ま
り

か
け
ず
に
家
を
守
る
方
法
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
掃
除
と
一
緒
に
家
の
安
全
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
は
ん
ぶ
ん

ぺ
ぺ
ち
ゃ
ん
』

村
中

李
衣

作
　
さ
さ
め
や
ゆ
き
絵

佼
成
出
版
社

お
互
い
思
い
あ
っ
て
い
る
の
に
、

な
か
な
か
素
直
な
思
い
を
伝
え
ら

れ
な
い
お
と
う
さ
ん
と
は
る
こ
。

今
、
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

「
あ
り
が
と
う
」や「
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
伝
え
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

そ
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
お
と

う
さ
ん
と
は
る
こ
の
距
離
は
ぐ
っ

と
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

素
直
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る

大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊

で
す
。

第
６
回
読
売
旗
争
奪
大
海
・

大
道
少
年
野
球
大
会

A
ブ
ロ
ッ
ク
　

優
　
勝
　
阿
東
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
32
回
議
長
杯

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
11
／
14
・
18
生
雲
小
学
校
）

優
　
勝
　
嘉
年
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
生
雲
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
三
谷
ク
ラ
ブ

第
14
回
議
長
杯
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

（
11
／
16

阿
東
東
中
学
校
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

優
　
勝
　
マ
イ
カ
Ｂ

【
混
合
の
部
】

優
　
勝
　
チ
ー
ム
７
５
８

第
21
回
阿
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
11
／
23

阿
東
東
中
学
校
）

優
　
勝
　
阿
東
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

第
３
位
　
阿
東
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

第
33
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
山
陰
大
会

（
11
／
９
　
田
万
川
体
育
館
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
】

優
　
勝
　
阿
東
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
28
回
阿
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗

争
奪
剣
道
大
会

（
11
／
23

徳
佐
高
校
）

【
個
人
戦
】

３
・
４
年
生
男
子
の
部

第
３
位
　
　
田
　
航（

徳
佐
剣
道
）

３
・
４
年
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
岡
　
紘
美

（
さ
く
ら
ス
ポ
少
）

第
３
位
　
原
　
彩
奈

（
さ
く
ら
ス
ポ
少
）

５
・
６
年
生
女
子
の
部

準
優
勝
　
山
本
　
愛

（
さ
く
ら
ス
ポ
少
）

第
３
位
　
野
田
陽
子

（
さ
く
ら
ス
ポ
少
）

【
団
体
戦
】

６
年
生
以
下
の
部

準
優
勝
　
さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

11
月
11
日
に
徳
佐
小
学
校
（
１

年
生
）、
生
雲
小
学
校
（
全
学
年
）

で
、
講
師
に
山
口
福
祉
文
化
大
学

司
書
藤
本
夏
美
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
本
の
お

も
し
ろ
さ
を
紹
介
し
、
読
ん
で
み

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
も

の
で
す
。

徳
佐
小
学
校
で
は
、
乗
り
物
や

虫
の
本
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
虫
の
折
り
紙
の
本
に

興
味
を
も
ち
、
折
っ
て
み
た
い
と

１
冊
の
本
に
群
が
っ
て
い
ま
し
た
。

１
匹
作
る
の
に
１
時
間
は
か
か
り

そ
う
な
折
り
紙
に
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

生
雲
小
学
校
で
は
、
ブ
ッ
ク
ト

ー
ク
の
後
に
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
本
の
選
書
会
が
あ
り
、
ひ
と
り

１
冊
選
ん
だ
本
が
自
分
た
ち
の
図

書
館
に
買
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
本
を
見
る
目
は
真

剣
で
し
た
。

４
〜
６
年
生
で
は
落
語
絵
本

「
じ
ゅ
げ
む
」
を
読
み
聞
か
せ
し
て

も
ら
い
、
最
近
、
劇
で「
じ
ゅ
げ
む
」

を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

劇
と
絵
本
の
内
容
が
少
し
違
う
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
感
想
が
出
て
き

ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

図
書
館

狂犬病予防注射の
実施について

狂犬病予防注射の
実施について

大

会

結

果

は
や
く
続
き
を
読
み
た
い
な
ぁ

徳
佐
・
生
雲
小
学
校
で
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
開
催

山
口
県
立

山
口
図
書
館

遠
隔
地
利
用
者
返
却
シ
ス
テ
ム

11
／
22
・
23
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー

多
目
的
運
動
場

（

）

▲生雲小、読み聞かせ中

蜷
徳
佐
小
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
ね
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10
月
23
日

か
ら
10
月
28
日

ま
で
の
6
日
間
、
第
6
回
阿

東
町
通
学
合
宿
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ス
ク
ー
ル
）を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
は
、
豊
か
な
生
活

体
験
や
自
然
体
験
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
や
協
調

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
平
成

15
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
町
内
4
小
学
校
の
4
年

生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
27
人
が

十
種
ケ
峰
青
少
年
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
か
ら
通
学
し
な
が
ら
の

合
宿
生
活
に
挑
み
ま
し
た
。

今
回
の
通
学
合
宿
の
大
き
な
特

徴
は
「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ

う
！
」
と
い
う
合
い
言
葉
の
も
と
、

青
少
年
育
成
町
民
会
議
や
子
ど
も

会
、
体
育
協
会
、
婦
人
会
、
商
工

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
等
多
く
の
地
域
団
体
が
結
集
し

た
こ
と
で
す
。
お
か
げ
で
参
加
者

数
を
上
回
る
指
導
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
、
全
日
程
を
通
じ
て

十
分
な
安
全
確
保
を
し
な
が
ら
活

動
が
で
き
ま
し
た
。

■
地
域
の
力
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
！

平
成
20
年
度
通
学
合
宿

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
実
施
報
告

保
護
者
の
感
想
か
ら

う
れ
し
い
実
り
に
感
謝

長
期
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何

よ
り
ケ
ガ
、
病
気
も
な
く
、
元
気

に
「
た
だ
い
ま
」
を
聞
い
て
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
最
年
少

で
の
参
加
で
、
と
に
か
く
集
団
生

活
に
も
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と

も
、
何
も
か
も
で
き
な
い
づ
く
し

で
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
本
人
も

ず
い
ぶ
ん
恥
ず
か
し
い
思
い
、
悔

し
い
思
い
、
他
の
同
年
代
の
子
が

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
に
自
分
の
が

ん
ば
り
の
足
り
な
い
点
な
ど
、
身

を
も
っ
て
体
験
し
た
と
言
っ
て
お

り
ま
す
。
一
朝
一
夕
で
改
善
さ
れ

る
事
ば
か
り
で
な
く
、
親
と
し
て

も
も
っ
と
小
さ
な
積
み
重
ね
を
大

切
に
し
て
、
今
回
本
人
が
気
付
い

た
自
分
の
中
の
芽
を
じ
っ
く
り
育

て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
と
の

こ
と
で
、
普
段
体
験
の
で
き
な
い

活
動
ば
か
り
で
、
帰
宅
し
て
２
日

間
、
合
宿
中
の
思
い
出
話
ば
か
り

が
次
々
と
出
て
、
家
庭
で
の
学
習

の
取
り
組
み
に
も
自
主
性
が
出
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
言
え
ば
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
28
日
の
帰

宅
時
の
後
片
付
け
、
29
日
に
も
洗

濯
後
の
後
片
付
け
な
ど
、
た
ど
た

ど
し
い
手
つ
き
で
す
が
、
な
ぜ
自

分
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

を
合
宿
を
通
じ
て
学
ん
で
き
た
な

あ
と
う
れ
し
い
実
り
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
同
じ
班
の
他
校
生
と

も
し
っ
か
り
と
交
流
で
き
、
再
会

を
約
束
し
て
さ
よ
な
ら
し
た
と
の

こ
と
。
最
終
日
に
は
涙
で
し
た
。

児
童
の
感
想
か
ら

心
が
あ
っ
た
ま
っ
た

友
だ
ち
が
で
き
た
。
た
い
こ
が

は
じ
め
て
だ
け
ど
た
の
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
、
手
が
い
た
か
っ
た
。

り
ょ
う
り
を
つ
く
っ
た
。
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
く
だ

く
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
シ
チ

ュ
ー
を
つ
く
っ
た
。
ち
ょ
ー
お
い

し
か
っ
た
か
ら
、
ぜ
ん
ぶ
食
べ
た
。

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
〜
。
ま
る

た
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
み
つ
め

る
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
テ
ン

ト
で
ね
る
の
が
き
も
ち
よ
か
っ
た

〜
。
あ
さ
に
コ
コ
ア
を
の
ん
で
、

心
が
あ
っ
た
ま
っ
た
。
竹
と
ん
ぼ

を
と
ば
し
て
た
の
し
か
っ
た
。
竹

ぶ
え
を
ふ
い
て
た
の
し
か
っ
た
。

竹
風
り
ん
を
な
ら
し
て
い
い
音
が

で
た
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
で
み
ん
な
が
に
ぎ
や
か
で
た
の

し
か
っ
た
。
と
て
も
た
の
し
か
っ

た
で
す
。

指
導
者
の
感
想
か
ら

大
切
な
「
宝
物
」

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
が

始
ま
る
ま
で
、
ち
ゃ
ん
と
指
導
員

と
し
て
や
っ
て
い
け
る
ん
だ
ろ
う

か
と
と
て
も
不
安
で
し
た
。
始
ま

っ
て
か
ら
も
、
ど
う
接
し
て
い
い

の
か
わ
か
ら
ず
、
他
の
指
導
員
の

方
や
子
ど
も
た
ち
に
も
頼
り
な
か

っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
初
静
か
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

だ
ん
だ
ん
と
積
極
的
に
発
言
や
行

動
を
し
て
い
く
姿
を
見
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
特
に
食
事
の
と
き
、

班
で
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
が
言
え
て
も
、
作

っ
て
く
れ
た
方
に
言
え
な
か
っ
た

子
ど
も
が
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
声

を
か
け
て
い
る
の
を
見
た
の
が
と

て
も
印
象
的
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
こ
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
は
と
て
も
貴
重
な
経
験

で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
と
て
も

大
切
な
「
宝
物
」
に
な
っ
て
く
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
も
本
当

に
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
合
宿
を
終
え
て
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
、

そ
し
て
指
導
に
携
わ
っ
た
方
か
ら
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
部
で
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

通
学
合
宿
を
終
え
て

（木）

（火）
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学
習
指
導
要
領
の
実
施
に

よ
っ
て
、
中
学
校
で
の
学

習
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

現
在
の
中
学
校
の
教
育
課
程

（
年
間
計
画
）
は
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
音
楽
、
美
術
、
保

健
体
育
、
技
術
・
家
庭
、
外
国
語

の
各
必
修
教
科
と
道
徳
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
（
生

徒
会
や
学
級
活
動
、
学
校
行
事

等
）、
そ
し
て
選
択
教
科
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。
各
学
年
と
も
１
年

間
に
最
低
９
８
０
時
間
の
授
業
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
う
ち
、
選
択
教
科
の
授
業

時
間
数
は
１
年
が
０
〜
30
時
間
、

２
年
が
50
〜
85
時
間
、
３
年
が
１

０
５
〜
１
６
５
時
間
で
す
。
阿
東

中
学
校
で
は
１
年
は
外
国
語
１
時

間
、
２
年
は
外
国
語
が
１
時
間
、

音
楽
・
美
術
・
保
健
体
育
か
ら
１

時
間
、
数
学
・
外
国
語
か
ら
１
時

間
の
計
３
時
間
、
３
年
は
そ
の
ほ

か
に
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科

か
ら
１
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
阿
東
東
中
学
校

で
は
、
２
年
が
国
語
・
数
学
・
外

国
語
の
う
ち
１
時
間
、
３
年
が
音

楽
・
保
健
体
育
、
社
会
・
数
学
、

理
科
・
外
国
語
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

時
間
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
選
択
教

科
を
開
設
す
る
場
合
、
教
育
課
程

外
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
、
選
択
教
科
は
標
準

授
業
時
間
数
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
選
択
教
科

を
開
設
す
る
学
校
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
数
は
３
学

年
合
計
で
現
在
の
最
大
３
２
５
時

間
が
１
９
０
時
間
に
減
ら
さ
れ
、

反
対
に
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
外
国
語
、
保
健
体
育
は
合
わ

せ
て
４
０
０
時
間
程
度
授
業
時
間

が
増
え
、
総
授
業
時
間
数
は
１
０

１
５
時
間
と
な
り
ま
す
。
選
択
教

科
で
は
、
通
常
の
授
業
で
は
扱
い

に
く
い
発
展
的
内
容
等
を
学
習
で

き
る
反
面
、
内
容
に
ば
ら
つ
き
が

で
や
す
い
と
い
う
反
省
を
踏
ま
え

て
、
今
後
は
必
修
教
科
で
基
礎
・

基
本
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

新
学
習
指
導

新
学
習
指
導

要
領
要
領
で

阿
東
町

阿
東
町
の

教
育
教
育
は

こ
う
こ
う

変
わ
る
わ
る

！

新
学
習
指
導

要
領
で

阿
東
町
の

教
育
は

こ
う

変
わ
る

！

そ
の
４

選
択
教
科
が
な
く
な
り
ま
す
！

―
中
学
校
の
教
育
課
程
の
枠
組
み
―

新

土
曜
日
と
日
曜
日
に
は
地
域
の
方
を
講
師
に

絵
手
紙
や
竹
細
工
、
太
鼓
演
奏
、
手
品
な
ど
の

体
験
活
動
や
、
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
鑑
賞
し
た
り
、
森
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
登
山
に
挑
戦
し
た

り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
日
程
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

合
宿
３
日
目
、
10
月
25
日
土
曜
日
は
朝
か
ら
全
員
で
太
鼓
に
挑
戦
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
も
お
な
じ
み
の
あ
と
う
夢
語
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
８
人
が
指
導

者
と
し
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
夢
一
打
」
を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
演
奏
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
太
鼓
経
験
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
う
ま
く
全
体
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら

練
習
が
進
み
ま
し
た
。

は
じ
め
に
夢
語
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
し
、
ば
ち
の
使
い
方
を
丁
寧
に

教
え
ま
し
た
。
全
員
が
輪
の
隊
形
に
な
っ
て
の
練
習
で
す
。
２
時
間
近
い
練

習
で
手
の
皮
が
む
け
て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
だ
れ
一
人
と

し
て
文
句
を
言
わ
ず
、
最
後
ま
で
集
中
し
て
い
ま
す
。
班
の
指
導
者
も
子
ど

も
と
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
体
育
館
は
寒
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
熱
気
が
こ
も
り
、
み
ん

な
上
着
を
と
っ
て
汗
だ
く
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

最
後
に
正
面
を
向
く
形
に
隊
形

を
整
え
、
合
宿
が
始
ま
っ
て
初
め

て
の
全
員
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
大

人
に
と
っ
て
も
難
し
い
複
雑
な
リ

ズ
ム
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
に

演
奏
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
指
導
者
や
、
視
察
に
来
た
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
そ
こ
に
い

た
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
感
動

的
な
場
面
で
し
た
。

■
響
け
！
あ
と
う
夢
語
ゆ

め

太
鼓
！▲全員で気持ちはひとつに！

▲竹細工に挑戦中

教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教

育
法
の
改
正
に
基
づ
く
新
学
習

指
導
要
領
が
平
成
20
年
３
月
28

日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

21
年
度
か
ら
移
行
措
置
が
実
施

さ
れ
、
小
学
校
で
は
平
成
23
年

度
か
ら
、
中
学
校
で
は
平
成
24

年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

10
年
12
月
に
告
示
さ
れ
た
現
行

の
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
の

本
町
の
教
育
を
総
括
し
、
11
回

の
連
載
で
今
後
の
教
育
改
革
の

方
向
性
を
展
望
し
て
い
き
ま
す
。

▲阿東東中吹奏楽部
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「
地
球
温
暖
化
」「
環
境
問
題
」

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
な
ど
の
言
葉
が
飛

び
交
う
昨
今
、
い
つ
ま
で
も
心
地

よ
い
生
活
環
境
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
は
誰
も
が
願
う
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
で
は
、
環
境
を
守
り
、
維

持
し
て
い
く
に
は
、
何
を
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
難
し
く
考

え
ず
に
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る

範
囲
で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
、
何
か
と
光
熱
費
が
か

か
る
阿
東
の
冬
の
乗
り
切
り
方
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
は
暖
房
器
具
を
使
う
前
に

す
き
間
風
を
防
ぐ
対
策
。
せ
っ
か

く
暖
房
器
具
で
室
内
を
暖
め
て
も
、

外
気
が
入
り
込
ん
で
室
温
を
下
げ

て
し
ま
っ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無

駄
使
い
で
す
。
目
張
り
、
カ
ー
テ

ン
等
で
の
防
風
対
策
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。
掃
き
出
し
窓

の
カ
ー
テ
ン
の
す
そ
は
、
し
っ
か

り
床
に
届
き
、
た
る
む
く
ら
い
に

し
て
下
か
ら
の
す
き
間
風
も
防
げ

る
よ
う
に
。
電
気
エ
ア
コ
ン
、
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
ど
暖
房
器
具
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
最
近
、
注
目
を
集
め
て

い
る
の
は
、「
湯
た
ん
ぽ
」。
そ
の

歴
史
は
古
く
、
日
本
に
は
室
町
時

代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、

昔
は
陶
器
製
の
も
の
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
金
属
製

が
現
れ
、
現
在
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

陶
器
製
の
湯
た
ん
ぽ
は
保
温
性
が

高
く
、
遠
赤
外
線
を
放
出
す
る
効

果
も
あ
る
こ
と
か
ら
再
び
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
原
油
価
格
の
高

騰
や
省
エ
ネ
意
識
の
高
ま
り
に
よ

り
最
近
は
新
商
品
も
続
々
と
発
売

さ
れ
、
売
り
上
げ
が
急
増
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
「
湯
た

ん
ぽ
」
の
語
源
は
、
中
国
語
の

「
湯
婆
（
た
ん
ぽ
）」。「
婆
」
と
は

「
妻
」
の
意
味
が
あ
り
、
妻
の
代
わ

り
に
抱
い
て
暖
を
と
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
か
。

押
し
入
れ
に
久
し
く
使
っ
て
い

な
い
湯
た
ん
ぽ
が
眠
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
昔
か
ら
伝
わ
る
環
境
に
や

さ
し
い
優
れ
た
暖
房
器
具
を
、
有

効
に
活
用
し
て
健
や
か
に
新
春
を

迎
え
ま
し
ょ
う
！

消費者の

窓窓窓窓
No.117

●
問
い
合
せ
先

役
場
産
業
振
興
課
商
工
林
政
班

蕁
９
５
６
ー
０
９
８
３

地
球
と
身
体
に

や
さ
し
い
冬
支
度
を

0 0
凍結防止には水道水を流
しっぱなしにしておくのも
効果的なのですが、町簡易
水道の貯水量には限りがあ
り、この方法だと断水する
恐れがあります。
町簡易水道の凍結防止に
は事前に保温や加温による
対処をしてください。
もしも凍結などで水道管
に亀裂が入ったり、漏水し
てしまったときには、止水
栓を閉め、最寄りの水道工
事業者に連絡してくださ
い。

町簡易水道
ご利用の方へ

問い合せ先

役場住民課環境生活班

蕁９５６ー０９８１

●
凍
結
す
る
の
は
こ
ん
な
と
き

①
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
っ
た
と
き

②
夜
間
や
外
出
時
な
ど
長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

③
日
中
気
温
が
氷
点
下
の
真
冬
日
が
続
く
と
き

●
凍
結
す
る
の
は

こ
ん
な
と
こ
ろ

屋
外
に
露
出
し
た
水
道
管
で

①
水
道
管
が
む
き
出
し

②
建
物
の
影
や
北
側
に
あ
る

③
風
当
た
り
が
強
い

こ
の
３
つ
に
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
は
要
注
意

室
内
で
も
、
日
ご
ろ
利
用
し
な
い
水
道
や
、
外
壁
に
　

近
い
水
道
な
ど
で
は
凍
結
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

流
し
っ
ぱ
な
し
は
や
め
て
！

●
凍
結
予
防
の
た
め
に

①
保
温
材
や
布
な
ど
で
水
道
管
を
保
温
し
て
お
く

②
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
で
加
温
す
る

※
金
属
製
の
バ
ル
ブ

な
ど
は
特
に
保
温

が
必
要
で
す
。

●
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は

①
凍
結
個
所
を
ド
ラ

イ
ヤ
ー
で
暖
め
解

凍
す
る

②
凍
結
個
所
に
布
な

ど
を
巻
き
、
ぬ
る

ま
湯
で
ゆ
っ
く
り

解
凍
す
る

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会
で
は
家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み

で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
た
め
環
境
家

計
簿
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
環
境
家
計
簿
は
、
電
気
や

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

や
ご
み
の
排
出
量
を
毎
月
チ
ェ
ッ

ク
し
て
記
入
す
る
こ
と
で
、
日
常

生
活
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
計
算
で

き
ま
す
。
ま
た
家
庭
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
毎
月
の
温
暖
化
防
止
対

策
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

今
回
作

製
し
た
３

０
０
部
の

う
ち
約
２

０
０
部
は

町
内
の
小

学
校
を
通

じ
て
児
童

の
い
る
家

庭
に
配
布

し
ま
す
。

残
り
は
希

望
者
に
配

布
し
ま
す
の
で
、
取
り
組
ん
で
み

た
い
と
い
う
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

な
お
今
回
作
製
し
た
環
境
家
計

簿
の
デ
ー
タ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
印
刷
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

資
源
を
大
切
に
し
、
本
町
の
す
ば

ら
し
い
自
然
や
環
境
に
対
し
て
意

識
を
持
つ
こ
と
は
、
地
球
環
境
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

環
境
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、

環
境
家
計
簿

の
取
り
組
み

を
通
じ
て
考

え
て
み
ま
し

ょ
う
。

町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
か
ら
の
提
案

環
境
家
計
簿（
エ
コ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
）
を
記
帳
し
て
み
ま
し
ょ
う

省
エ
ネ
電
球
取
替
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

電
球
を
替
え
て
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化

山
口
県
で
は
、
分
か
り
や
す
く

取
り
組
み
や
す
い
温
暖
化
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
12
月
に
省
エ
ネ
電

球
取
替
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
県

内
の
家
電
量
販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
電
器
店
等
と
連
携
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
事
業
所
で

使
用
さ
れ
て
い
る
白
熱
電
球
か
ら

省
エ
ネ
電
球
（
電
球
形
蛍
光
ラ
ン

プ
）
へ
の
取
り
替
え
を
促
し
、
家

庭
や
職
場
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

削
減
を
図
り
ま
す
。

町地球温暖化対策地域協議会
事務局 役場住民課環境生活班

蕁９５６ー０７９５
町ホームページ
http://www.ato.townnet.pref.yamaguchi.jp

●問い合せ先
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「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は

一
日
に
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら

よ
い
か
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た

も
の
で
す
。
望
ま
し
い
食
事
の
と

り
方
と
お
お
よ
そ
の
量
が
わ
か
り

や
す
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
が
と
れ
る

よ
う
、
主
食
、
副
菜
、
主
菜
、
牛

乳
・
乳
製
品
、
果
物
の
５
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
コ
マ
の
形
の
イ
ラ
ス
ト

で
示
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
か
が
足

り
な
か
っ
た
り
、
ど
れ
か
が
多
す

ぎ
る
と
コ
マ
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

●
コ
マ
の
軸
は
水
と
お
茶
、
コ
マ

の
ヒ
モ
は
菓
子
や
嗜
好
飲
料
を
表

現
し
て
い
ま
す
。
コ
マ
が
回
転
し

て
い
る
の
は
、
し
っ
か
り
身
体
を

動
か
す
こ
と
の
必
要
性
を
表
し
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
コ
マ
は
ど
っ
ち
!? No.

194

狂犬病予防注射の
実施について

狂犬病予防注射の
実施について

「食事バランス
ガイド」であな
たの食生活を
チェック！

①
自
分
の
活
動
量
に
あ
っ
た
１
日
分
の
サ
ー
ビ
ン
グ
数
を
料
理
区
分
ご
と

に
書
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
で
す
か
？

こ
の
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
参
考
に
食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

心
身
の
健
康
に
は
「
何
を
食
べ
る
か
」
も
大
切
で
す
が
「
ど
の

よ
う
に
食
べ
る
か
」
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い

食
卓
が
一
番
で
す
ね
！

②
左
側
の
料
理
例
を
参
考
に
、
コ
マ
の
イ
ラ
ス
ト
の
料
理
区
分
ご
と
に
食

べ
た
サ
ー
ビ
ン
グ
数(

つ)

を
○
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
適
量
を
チ
ェ
ッ
ク
!!

1  2  3  4  5  6  7

1  2  3  4  5  6

1 2 3 4 5
1 2 1 2

1  2
 3  

4  5
 6  

7

1  2
 3  
4  5

 6

1 2
 3 4

 5 6
 7

1 2
1 2

1

1

1 2

1 2 1 2

3 4 5

2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1  2  3  4  5  6  7

1  2  3  4  5  6

1 2 3 4 5
1 2 1 2

●食事例
＜朝食＞
主食＝ごはん小2杯 2つ
副菜＝ひじきの煮物 1つ
主菜＝目玉焼き 1つ
果物＝みかん1個 1つ
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国保・長寿（後期高齢者）医療制度だより
役場住民課 住民生活班　蕁956ー0992

75歳到達月における
自己負担額限度額が見直されました

長寿医療制度が施行されてから、

月の途中で75歳の誕生日を迎えて長

寿（後期高齢者）医療制度の被保険者

となる場合、それまで加入していた

医療保険制度（国保・被用者保険）で

自己負担限度額まで負担し、長寿医

療制度でも自己負担限度額まで負担

することになることから、一部負担

金等の額が前月と比べて２倍となる

ことが生じていました。（図１）

そこで、被保険者の負担を軽くす

るため、高額療養費の支給要件およ

び支給額等が見直されました。75歳

の到達月については、誕生日前の医

療保険制度（国保・被用者保険）と

誕生日後の長寿医療制度における自

己負担限度額を本来額の２分の１に

設定することにより、誕生月におけ

る自己負担限度額の合計は前月と同

様になり、月の途中に75歳になるこ

とに起因して、一部負担金等の額が

増額になることはありません。（図２）

この法改正は、長寿医療制度が施行された平成20年4月までさかのぼって適用されます。
4月以降12月末までに75歳の誕生日を迎えた方で、対象となる方には通知が届きます。
自己負担限度額を超えて支払った医療費は返金されます。

自己負担限度額の区分が一般（44,400円）の場合

図1 改正前（平成20年4月～12月31日まで）

図2 改正後（平成21年1月1日以降）

※被用者保険本人が長寿医療に移行したことにより、その被扶養者が国保に
移行する場合も、同様の措置を講ずる。

「75歳到達月における自己負担限度額の特例」の設定方法について

【75歳の誕生月以外】 【75歳の誕生月】

※金額は1月当たりの限度額。（ ）内の金額は、多数該当（過去12カ月に3回以上高額療養費の支給を受け4回目の支給に該当）の場合。
※「75歳到達月における自己負担限度額の特例」における1％部分は、医療費が、133,500円を超える部分について、1％を負担する。
※「75歳到達月における自己負担限度額の特例」は、個人ごとに限度額を適用する。なお負担すべき額がある場合は、通常の限度額で世帯合算を行う。
※70歳から74歳の自己負担限度額については、20年度における自己負担限度額である。
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デザートの部優秀賞
阿東町生活改善実行グループ 連絡協議会
藤井　保江さんの作品

三色ロール

地産・地消レシピ地産・地消レシピ

サツマイモ ………500g
干し柿 ………………6個
小松菜 …………大さじ3
（ミキサーにかけたもの）
小麦粉 …………大さじ8
砂糖 ……………大さじ2
塩 ………………茶さじ2
揚げ油………………適量
ユズ（香りに） ……少々

柿のまわりにつけやすい
様に衣をやや固めにする
こと。

①小松菜をさっとゆで、ミキサーにか
ける。

②サツマイモを蒸す。
③干し柿は、縦に切り込みを入れて
開く。

④Aを混ぜ合わせ水で溶き、しゃくし
から落ちない程度の固さにし、小松
菜を入れよくかき混ぜ衣を作る。

⑤蒸したサツマイモを1.5cm角で干し
柿の長さに切る。

⑥⑤を③で包み、まわりに衣をたっぷ
りつけて油で揚げる。（多めの油で
焼いても良い）

⑦食べやすい大きさに切る。

材料・分量 6人前

ポイント

作り方

（A

平
成
19
年
度
　お

米
に
関
す
る
標
語
優
秀
作
品
か
ら

嘉
年
小
３
年
　
金
田

か
ね
た

稜
人

り
ょ
う
と

さ
ん
の
作
品

●問い合せ・連絡先
中国四国農政局 山口農政事務所

蕁922ー7926

阿東町農林業女性団体連絡協議会・阿東町

町在住の方、年齢・性別一切問いません。

所定の出品カードに必要事項を記入の上、１月
30日貊までに、役場産業振興課、または各支所に
ご提出ください。
※出品カードと実施要領は、役場産業振興課、または各支所に
用意しています。

出品作品の提出は、平成21年2月5日貅の正午～午後１時の
間に、山村開発センター大集会室にご持参ください。

各賞あり（参加賞のほか優秀賞・優良賞･奨励賞等）
出品分類
★お米を使った料理　　主食の部
★　　　　〃　　　　　副食の部
★　　　　〃　　　　　デザートの部

主　　催

応募資格

応募方法

出品受付
日時・場所

賞

●問い合せ・申し込み先

役場産業振興課農業班 蕁956ー0982

阿東町の特産品であるお米を使った、我が家やあなたオリジナルの自慢の
料理はありませんか？お米を使った自慢の料理、ぜひお寄せください！
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ヤングネットワークシリーズ 203

今
い ま

井
い

裕
ひ ろ

樹
き

さん

住　所 山口市宮野　　年　齢　23歳　　　血液型 Ａ型
星　座 かに座　　　　職　場 郵便事業株式会社山口支店　徳佐集配センター
●いま、夢中になっていることは スノーボード、釣り

●理想の女性像は　
優しく愛嬌のある人です。あと私のことを愛してくれる人

●私の自慢は　とにかく優しいです。好きな女性には特に！

●町内のおすすめスポット
どこに行ってもある自然とSL！平丸から見るSL

●わが町にひとこと！
とてもいい人ばかりでいつもよくしてもらっています。

●鉛筆を転がしてみて
阿東町に通いだして一年と半年がたったのですが、まだまだい
ろいろな方と出会って話をしたいのでよろしくお願いします。

国民
年金

今
か
ら
増
や
せ
る
！
老
齢
基
礎
年
金

月
々
プ
ラ
ス
４
０
０
円
の
付
加
年
金

第
１
号
被
保
険
者
（
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
）
の
方
は
、
ご
希
望
に

よ
り
利
用
で
き
ま
す
。

月
々
の
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
一
カ
月
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し

て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
の
年
間
受
け
取
り
額
は
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
付
加
保
険
料

総
額
の
２
分
の
１
。
受
け
取
り
始
め
て
丸
２
年
で
元
が
取
れ
る
大
変
お
得
な

制
度
で
す
。
３
年
目
以
降
も
生
涯
受
け
取
り
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

蘆
手
続
き
は
、
役
場
本
庁

ま
た
は
各
支
所
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

蘆
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

蘆
受
け
取
る
年
金
額
は
、

物
価
等
に
よ
っ
て
ス
ラ

イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は

し
ま
せ
ん
。

蘆
65
歳
以
上
の
方
や
国
民
年

金
基
金
加
入
者
、
保
険
料

の
免
除
を
受
け
て
い
る
方

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

●
問
い
合
せ
先

電
話
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

窓
口
山
口
社
会
保
険
事
務
所

蕁
９
２
２
ー
５
６
６
２

役
場
住
民
課
住
民
生
活
班

蕁
９
５
６
ー
０
７
９
４

※
保
険
料
を
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
に
し
て
い
る
方
は
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
口
座
か
ら
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
付
加

保
険
料
の
納
付
資
格
を
失
っ
て
し

ま
い
、
新
た
に
付
加
保
険
料
納
付
申

出
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

定額給付金の給付を装った
「振り込め詐欺」や「個人情
報の詐取」にご注意ください。
総務省 役場総務課行政班 蕁956－0111

このたび、与党におい
て決定された「定額給付
金」については、住民の
皆さんへのご連絡や給付
を行う段階ではありませ
ん。具体的な給付の方法
などが決まり次第、速や
かに広報します。

定額給付金の給付を装った
「振り込め詐欺」や「個人情
報の詐取」にご注意ください。



こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ

り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方
　

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金
　
日
額
３
１
０
円

特
徴
　

蘆
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

蘆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

蘆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

蘆
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

蘆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

退
職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

請
求
等
、
建
退
共
制
度
の
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先

建
退
共
山
口
支
部

蕁
９
２
４
ー
９
４
６
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp
蘆
外
地
か
ら
の
引
揚
者

蘆
恩
給
を
受
け
て
い
な
い
旧
軍

人
で
あ
っ
た
方

蘆
シ
ベ
リ
ア
な
ど
で
強
制
抑
留

さ
れ
た
方

こ
れ
ら
の
方
で
、
ま
だ
特
別
慰

労
品
を
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
請

求
書
は
役
場
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※
資
格
要
件
な
ど
に
つ
い
て
の
問

い
合
せ
は
、
直
接
無
料
電
話
相

談
へ
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

（
独
）平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

薔
０
１
２
０
ー
２
３
４
ー
９
３
３

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

行
な
ど
へ
の
返
済
で
お
困
り
の
方

に
、
債
務
整
理
手
続
き
や
司
法
書

士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解

決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
10
日
貍

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
受
付
電
話
番
号

薔
０
１
２
０
ー
０
０
３
ー
８
２
１

主
催県

青
年
司
法
書
士
協
議
会
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お知らせお知らせ

お知
らせ

特
別
慰
労
品
の
請
求
期
限

（
平
成
21
年
３
月
31
日
）
が

迫
っ
て
い
ま
す

相談

返
済
に
お
困
り
の
方
へ

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

お知
らせ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

●問い合せ先　役場福祉課福祉班 蕁956ー0796

対象者対象者
　平成　平成2121年4月1日現在で満日現在で満3歳以上～就学までの幼児で、歳以上～就学までの幼児で、
　家庭での保育ができない者　家庭での保育ができない者
　（入所は平成　（入所は平成2121年4月以降随時受付）月以降随時受付）
　※　※3歳未満児の入所は来月の広報紙でお知らせします。歳未満児の入所は来月の広報紙でお知らせします。
申し込み方法申し込み方法
　町内各保育園または役場福祉課（保健センター内）に　町内各保育園または役場福祉課（保健センター内）に
　入所申込書を提出。　入所申込書を提出。
　受け付けは平成　受け付けは平成2121年1月7日～日～3131日
　後日入所決定通知が届きます。　後日入所決定通知が届きます。

対象者
　平成21年4月1日現在で満3歳以上～就学までの幼児で、
　家庭での保育ができない者
　（入所は平成21年4月以降随時受付）
　※3歳未満児の入所は来月の広報紙でお知らせします。
申し込み方法
　町内各保育園または役場福祉課（保健センター内）に
　入所申込書を提出。
　受け付けは平成21年1月7日～31日
　後日入所決定通知が届きます。

保育料保育料
　住民税の納税額で決定します。　住民税の納税額で決定します。
　※母子世帯等ならびに、同一世帯から※母子世帯等ならびに、同一世帯から2人以上の園児が入所する人以上の園児が入所する
　　場合は、軽減・減額措置があります。　　場合は、軽減・減額措置があります。
保育時間・休園日保育時間・休園日
　平　日　平　日 … 午前午前8時3030分～午後分～午後5時
　土曜日　土曜日 … 午前午前8時3030分～正午分～正午
　休園日　休園日 … 日曜日、祝日、日曜日、祝日、1212月2929日～日～1月5日
　（各園の行事で変更する場合があります。）　（各園の行事で変更する場合があります。）
居残り保育について居残り保育について
　徳佐保育園のみで実施　月～金曜日（午後　徳佐保育園のみで実施　月～金曜日（午後5時～時～6時）時）
　※保育料とは別に月額　※保育料とは別に月額3,0003,000円

保育料
　住民税の納税額で決定します。
　※母子世帯等ならびに、同一世帯から2人以上の園児が入所する
　　場合は、軽減・減額措置があります。
保育時間・休園日
　平　日 … 午前8時30分～午後5時
　土曜日 … 午前8時30分～正午
　休園日 … 日曜日、祝日、12月29日～1月5日
　（各園の行事で変更する場合があります。）
居残り保育について
　徳佐保育園のみで実施　月～金曜日（午後5時～6時）
　※保育料とは別に月額3,000円

みんなといっしょになにしてあそぶ？みんなといっしょになにしてあそぶ？

平成平成2121年度保育園入所者募集年度保育園入所者募集

みんなといっしょになにしてあそぶ？みんなといっしょになにしてあそぶ？

平成平成2121年度保育園入所者募集年度保育園入所者募集
みんなといっしょになにしてあそぶ？

平成21年度保育園入所者募集
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満80歳になられた方

笠　岡　昭　典 徳　佐 市 場

清　水　實　雄 徳　佐 原 山

宅　野　福　久 徳　佐 新田亀山

後　藤　房之助 生　雲 正 地

金　子　　　子 生　雲 中 村

板　垣　允　子 地　福 若 小 幡

中　岡　久　子 嘉　年 市 場

柴　田　美　枝 嘉　年 市 場

満90歳になられた方

伊　藤　リキ子 嘉　年 大 迫

河　井　良　夫 徳　佐 鍛治ケ原　

原　田　総
そう

司
し

11.3 紘彰　生雲 相 上

寺　山　大
だい

悟
ご

11.4 晃一　篠生 持 坂 西

増　田　流
りゅう

星
せい

11.12 大輔　篠生 親 睦

眞　鍋　利　三 70 11.4 徳佐 野坂三原

生　　　春　男 82 11.7 生雲 大 山

吉　本　友　治 80 11.11 地福 葉 ッ 久

長　岡　シ　ゲ 98 11.12 生雲 赤 釜

柴　田　清　臣 91 11.12 地福 市

井　原　イネ子 94 11.13 生雲 天 子 上

三　浦　愛　子 75 11.13 徳佐 下 市

津　守　勝　嘉 96 11.13 地福 阿 東 園

大　賀　將　照 81 11.18 篠生 渡 川

梅　田　諭　孝 91 11.18 篠生 文 珠

阿　武　實　一 93 11.20 徳佐 上 半 久

藤　屋　タカ子 82 11.27 徳佐 坂 手

お　く　や　み

長　　寿　　者

※この欄に掲載を希望されない方は、お早め
にお申し出ください。

納期限内（1／5豺まで）に納付をお願いします。
今月の口座振替日は12月25日貅です。
前日までに預金残高をご確認ください。

役場税務課／蕁956－0798 蕁956－0799

※決定済みとなっている場合があります。最新の情報はハローワーク山口におたずねください。
毎週発行されるハローワーク山口管内の求人情報は、役場住民課窓口、各支所および徳佐公民館に置いてあります。

●問い合せ先 ハローワーク山口・山口公共職業安定所　蕁922-0043
ハローワークインターネットサービス　http://www.hellowork.go.jp/

●12月分 阿東町事業所管内
求人情報

職　　種 求人数 年齢 賃　　金 勤務地 業　　種

介　護　職　員

袋詰め作業員

宿　直　員

1人 不 問 130,000～180,000円 町　内 老人福祉・介護事業

1人 不 問 148,500～171,000円 町　内 畜 産 農 業

1人 不 問 時給670円 町　内 老人福祉・介護事業

う　ぶ　ご　え
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日 曜 行　事　内　容

1 元日

2
3
4
5 役場公務始め

6
7
8

健康相談

9
10
11
12 成人の日

わんぱくきっずるうむ　　願成就温泉送迎バス（徳佐）
心配ごと相談・人権相談・行政相談

はつらつ健康体操　 リハビリ教室

各学校始業式

13

町成人式　 町消防出初式

14
15
16
17
18
19

生涯大学

20
21
22
23
24
25
26 願成就温泉送迎バス（篠生）

心配ごと相談・人権相談・行政相談

健康相談27
28

はつらつ健康体操29
30

木

水

木

金

土

日

月

土

日

月

火

水

木

火

日

月

火

水

金

土

金

木

金

ゆうゆう健康づくり 願成就温泉送迎バス（嘉年）

役場　　　　　　　　基幹集落センター　　山村開発センター
保健センター　　　　生雲公民館　　　　　自然休養村管理センター
老人福祉センター　　篠目老人作業所　　　蔵目喜ふれあいセンター
町立図書館休館日　

※都合により、日時場所等を変更する場合があります。

役
保
老

基
生
篠

山
自
蔵

1 CALENDAR

1月の休日当番医
山口市医師会※変更となることがあります。電話でご確認ください。

山口市休日・夜間急病診療所（山口市糸米2－2－6）蕁925－2266
診療日時／毎日午後７時～10時　診療科目／内科（小児科）・外科

▼
広
報
担
当
が
全
て
の
行
事
に
出

向
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
肝
心
な
出
来
事
の
と
き

に
は
、
た
い
て
い
カ
メ
ラ
を
携
え

て
現
場
に
お
り
ま
し
た
。
▼
お
か

げ
で
今
年
も
楽
し
い
出
来
事
の

数
々
に
立
ち
会
わ
せ
て
も
ら
い
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
▼
来
年

も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
抜
か
り

な
く
、
特
に
楽
し
い
こ
と
を
中
心

に
、
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記 

11月末日現在
世帯数●3,185

人　口●7,486

（前月比 －4）

（ －8）

男　性●3,463

女　性●4,023

（ －5）

（ －3）

あ と う の 人 の 動 き

この広報紙は再生紙を使用しています。

狂犬病予防注射の
実施について

狂犬病予防注射の
実施について

山　口　市
内 科 系外 科 系 小 児 科

1日
（木）

淵上整形外科
（大内御堀）
蕁922－6644

柴田病院
（大内矢田）
蕁927－2800

野村整形外科医院
（宮野下）
蕁933－0011

2日
（金）

斎藤外科眼科
（吉敷下東1）
蕁924－3550

3日
（土）

おおうちクリニック
（大内御堀）
蕁933－1770

4日
（日）

たねくぼ整形外科クリニック
（幸町）
蕁934－7110

11日
（日）

山口病院
（駅通り2）
蕁922－1191

あんの循環器内科
（吉敷中東1）
蕁924－1151
吉野内科循環器科
（平井）
蕁932－1222
安藤消化器内科
（平井）
蕁933－0500
みほりクリニック
（大内御堀）
蕁924－8031
すずき内科クリニック
（大内御堀）
蕁920－7600

あゆかわこどもクリニック
（平井）
蕁924－1234
小泉小児科
（大市町）
蕁922－0009

はまもと小児クリニック
（小郡下郷）
蕁（083）973－0616

永田こどもクリニック
（三の宮2）
蕁924－3330

たはらクリニック
（後河原）
蕁923－3415

12日
（月）

尼崎内科
（中央3）
蕁922－1771

たはらクリニック
（後河原）
蕁923－3415

18日
（日）

安藤内科医院
(仁保中郷)
蕁929－0026

永田こどもクリニック
（三の宮2）
蕁924－3330

かく脳神経外科クリニック
（泉町）
蕁920－1001

25日
（日）

やの内科
（元町）
蕁925－1919

近藤こどもクリニック
（幸町）
蕁922－0510

阿東町地区

1日（木）内外科 澤　田　医　院 地福 蕁952－0302

2日（金）内　科 三　浦　医　院 徳佐 蕁956－0500

3日（土）内外科 藤　原　医　院 生雲 蕁954－0331

4日（日）内　科 医　　院 地福 蕁952－0308

11日（日）内外科 粟　屋　医　院 篠生 蕁952－0101

12日（月）内　科 大　草　医　院 徳佐 蕁956－0005

18日（日）内外科 澤　田　医　院 地福 蕁952－0302

25日（日）内　科 三　浦　医　院 徳佐 蕁956－0500

▲おっかなびっくり　チェーンソーに挑戦！
11月18日さくら小森林体験学習

ま

日

月

火

31

木

金

土

水

土

老

保

老

生

老 老

老

山

生

山口県体育大会冬季大会スキー競技会

（十種ヶ峰、～2/1）

老

老
保


